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This study, for the development of PBIS (Tire2) in Japan, was an overview of the study of the 
United States of PBIS and PBS. In the United States we have introduced the PBIS (Tire2). Effi cacy 
of PBIS (Tire2) has been demonstrated in special needs education. We were focused on Functional 
Behavior Assessment (FBA), Daily Behavior Form, Teach Social Skills, Check-In Check-Out(CICO), 
First Step to Success(FSTS), Good Behavior Game and Teach Confl ict Resolution Skills. We created a 
trial basis introduction model for PBIS (Tire2) in Japan.







第 1 層支援（Tire1）、第 2 層支援（Tire2）、第 3 層支
援（Tire3）の 3 層に分けて、学校環境においてシステ
ムとして行う、PBIS（Positive Behavioral Interventions 
and Supports: ポジティブな行動介入と行動支援） が取
り組まれている（Fig.1）。PBIS は行動問題の減少、子
ども本人の適応行動スキルの増加、そして子どもた
ちの QOL（Quality of Life）の向上を目指したもので、












PBIS における Tire2 のこれまでの研究の概観
PBIS における Tire2 のアメリカでの研究を概観して
いくと、PBS（Positive Behavior Supports）に辿ること
ができる。PBS はアメリカでは主に、Sugai ＆ Horner
を中心としたグループにより研究が進められている。










Individual Positive Behavior Supports）も行われている。
平澤・小笠原（2010）は Journal of Positive Behavior 
Interventions（JPBI）の 1999 年から 2008 年までの文
献 65 件を整理・分析しており、PBIS の第 2 層支援で



















し、わが国への導入と展開が期待できる PBIS の Tire2
における 7 つの支援策に着目した（Table1）。






ある（DuPaul et al., 1997）。そこで必要な取り組みが、
Functional Behavior Assessment （以下、FBA）である。
FBA については馬場・佐藤・松見（2013） が、わが





われる児童 3 名に対し FBA を実施し、行動問題の低
減に取り組んでいる。また、真鍋（2009）は幼稚園児






















日本でも、SEL（Social Emotional Learning）や SST（Social 
Skills Training）として、現在取り組まれている（相川・
藤枝，1999；山田，2012；河村・品田・藤村，2007）。





した調査によると、98.4% の教員が Teach Social Skills




























First Step to Success（FSTS）
First Step to Success（以下、FSTS）は子どもの反
社会的行動の抑制と、適応行動の習得・トレーニ
ングを行う。アメリカ教育省の WWC（What Works 
Clearinghouse）の調査によると、アメリカでは一般的






Good Behavior Game は Barrish et al. （1969）が開発し、
現在、アメリカにて保健福祉省が暴力予防の取り組み










Fig.5　Good Behavior Game Rules
http://www.bsci21.org/ より引用
Teach Conﬂ ict Resolution Skills
Teach Confl ict Resolution Skills はアメリカにおける
暴力問題の増加に対応するために、開発されてきた。





ミシガン州ミシガンにある POLK Erementary school で
は、PBIS における Tire1，Tire2 において Teach Confl ict 
Resolution Skills に取り組んでおり、教員も共通した対
立解消手法を用いた対応を行っている（Fig.6）。 











から Step4 までに分類している。まず Step1 では FBA
により、行動のアセスメントを行う。この FBA を踏
まえて Step2 では個別の行動問題に対して、主体的に
行動の改善を目指す Daily Behavior Form、または行動
問題の改善に必要なスキル習得を目指す Teach Social 
Skills を行う。それでも特定の行動に課題がある場合
は Step3 にて、それぞれの問題に応じた支援を FSTS、
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